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東京営業本部 大阪事務所 外商コーディネーター　坂本　光男、福岡　透 

～東京営業本部レポート～
Made in Kochiを全国へ

Vol.69

「インフラ検査・維持管理展」、「事前防災・減災対策展」に出展しました

出展企業 出展製品
関西仮設（株）
（株）インフラマネジメント
（株）西宮産業

全天候型仮設屋根
ドローンによる点検
プレハブ式階段、耐震補強工法

出展企業 出展製品
（有）四国浄管
インタレスト・プロダクション
（株）タナカショク

災害トイレ「2Ways大地くん」
デニム製「くろしお防止リュック」
ヴィーガン保存食「豆腐ジャーキー」

【お問い合わせ】  （公財）高知県産業振興センター   東京営業本部
東京事務所  □〒100-0011 東京都千代田区内幸町1-3-3 内幸町ダイビル8F　

  □ TEL : 03-6452-8830　□ FAX：03-6452-8831
大阪事務所  □ TEL : ０６-６２４４-７９３４　　　名古屋事務所  □ TEL : ０５２-６８４-４９０４

東京営業本部

こちら→

事前防災・減災対策展

インフラ検査・維持管理展
　インフラの老朽化対策に関する最新の技術・取り組みを紹介し、安全で強靭なインフラを維持・確保する事を目的
とした見本市で、令和2年度から3年連続で県内企業の皆さまに出展いただいています。当日は、ドローンの実機や全
天候型仮設屋根の模型を見てもらったり、耐震補強材の実物を触ってもらうなど、各社工夫してPRを行い、来場者に
積極的に説明・提案をしていました。来場者は多くな
かったものの、メインのターゲットである大手インフラ関
連事業者、工事施工関連事業者など目的を持った来場
者と商談ができ、会場で見積もりの依頼や今後の商談
を約束してもらうことができました。

　製品・技術・サービス、先進的な取り組みを一堂に紹介し、関連産業の振興と事前防災・減災に対する意識の向
上を図ることを目的とした見本市です。出展各社は、製品の模型の展示、組立動画の放映、商品の立体展示、積極
的な試食の提供など、各社の特色を生かした製品PRを行いました。我 も々出展企業の皆さまと連携を図りながら来
場者の高知県ブースへの誘導や通行者への声掛け、防
災製品カタログや製品・技術カタログの配布など、積極
的に出展企業の製品紹介や県内企業のPRに努めまし
た。多くの名刺交換を行い、今後につながる案件や東京
エリア案件なども獲得しました。

　この2つの異なる展示会は、同じ会場での開催で、両ブースは通路を挟んだ配置であったため、来場者をお互いのブース
へ誘導するなど、連携を取ってPRや商談を行いました。
　今後も、大阪事務所のコーディネーターは、出展企業の皆さまのフォローをさせていただくとともに、さらなる販路拡大・
成約に向けて取り組んでいきます。

【お問い合わせ・ご相談予約】  （公財）高知県産業振興センター内　高知県よろず支援拠点
□〒７８１-５１０１ 高知市布師田３９９２番地２　高知県中小企業会館５階
□ Email ： yorozu@joho-kochi.or.jp　
□ TEL : 088-846-0175　　□ 対応時間　8：30～17：15 （土日祝日を除く平日）　

「よろず支援拠点」は、国が平成26年度から全国に設置している無料の経営相談所で
す。中小企業の皆様の売上拡大や経営改善等、経営上のあらゆるお悩みに対応します。

経営上のお悩み、相談しませんか？

通信通信

高知県

高知県よろず 検索

　製造業・建設業向けに、生産性向上、持続可能な社会資本整備、レジリエンス向上を提案する展示会「メンテナンス・レ
ジリエンス OSAKA 2022」（9つの専門展示会で構成）が12月7日～9日に大阪のインテックス大阪で開催されました（3日
間の来場者約8,800人）。今回、その9つの専門展示会のうち、「第16回インフラ検査・維持管理展」、「第11回事前防災・
減災対策展」の2つの専門展示会に県内から各3社が出展しました。

今後の予定（令和5年度  4～6月）
＜見　本　市＞
●5月10日～12日　「未来モノづくり国際EXPO」（大阪）
●5月11日～13日　「オフィス防災EXPO」（東京）
●5月24日～26日　「NEW環境展」（東京）

●6月 8 日～ 9 日　「防犯防災総合展2023」（大阪）
●6月14日～16日　「インテリアライフスタイル2023」（東京）
●6月15日～18日　「東京国際消防防災展」（東京）
●6月28日～30日　「地域防災EXPO」（東京）

＜ミニ展示商談会＞　●6月「ものづくり企業マッチング商談会」（大阪）
　　　　　　　　　※令和5年度は9回開催予定　東京（4回）、大阪（上記含む4回）、名古屋（1回）

コロナ禍での事業再構築に挑戦
地域を挙げた支援の末、全国区でのヒット商品が誕生！

相談者は、観光レストランと軽食喫茶店の2店舗を20
年にわたり経営していましたが、近年経営が思わしくな
かったうえに、新型コロナウイルスの影響を大きく受けま
した。そこで、レストラン事業から撤退し、カフェス
イーツの外商を始めるという新たな試みを検討す
ることとし、よろず支援拠点に相談に来られました。

地元の経営指導員と共にチーフコーディネーターが
経営分析を行い、販売していたスイーツが県外流通で
競争力のある商品になるかを検討しました。さらに、商
品に対する思い入れ、事業への内なる思いやあり
たい姿に気づいてもらうように傾聴と対話を続け、
相談者は菓子製造業へ業態転換することを決断され
ました。

チーフコーディネーターは、地域を背負った特産品とし
てのブランディングが必要であると考え、相談者にふるさ
と納税から始めるように提案しました。そこで、宿毛市観
光協会、宿毛商工会議所、宿毛市役所など地域全体
を巻き込み、支援する体制を築きました。また、相談
者はお店の改修費獲得に向けて、事業再構築補助金
への申請に向けて取り組まれました。

ふるさと納税への展開から2カ月後には、あるポータル
サイトでランクインし、その翌月の注文数は6，000
件にまでのぼり、地域を代表するお菓子屋として認
知してもらうことができました。現在、売上は菓子製
造部門のみで毎月200万円を計上できるまでに成長して
おり、今後も「カフェのスイーツ」というコンセプトを大切に
しながら、量販店へ向けた外商拡大を目指されています。

相談事例のご紹介

01　相談のきっかけ

03　課題策の提案と実施

02　現状分析と課題

04　支援の成果

コロナ禍で観光レストランの売上が激減した時は「もうだめか」と
思ったほどですが、補助金へのサポートも含め、事業の再構築に向け
て親身になって支援していただいた結果、さらなる成長を目指すこと
ができています。いつも的確な助言で導いてくださり、感謝の気持ち
でいっぱいです。

〒788-0302
宿毛市駅東町4丁目803
TEL：0880-63-2362
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